
始
め
た
き
っ
か
け

　
中
学
2
年
の
時
に
交
通
事
故
に

遭
い
、
ケ
ガ
の
治
療
で
通
っ
て
い
た

接
骨
院
の
先
生
か
ら
「
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
や
っ
て
み
た
ら
」

と
勧
め
ら
れ
、
田
高
に
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
が
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
少
し
太
っ

て
い
る
こ
と
が
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で

「
か
っ
こ
よ
く
な
り
た
い
、
自
分
に

自
信
を
持
ち
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
ケ
ガ
が
治
っ
た
頃
か
ら
筋
ト

レ
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
、
高
校

で
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
に

入
部
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

　
入
部
後
、
バ
ー
ベ
ル
を
使
っ
た

練
習
に
慣
れ
ず
、
最
初
は
ケ
ガ
ば

か
り
し
て
い
ま
し
た
。
一
番
つ
ら

か
っ
た
の
は
、
記
録
が
伸
び
悩
ん

だ
高
校
2
年
の
夏
で
「
才
能
が
な

い
」
と
感
じ
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

下
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
時

に
、
先
生
や
先
輩
方
か
ら
「
メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
た
練
習
」
を
す
る
よ
う

に
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
き
ま
し
た
。

計
画
性
を
持
ち
、
練
習
頻
度
や
内

容
に
強
弱
を
つ
け
る
こ
と
で
、
記
録

が
出
る
よ
う
に
な
り
、
最
後
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
5
位
入
賞
を
成

し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
始

め
て
継
続
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を

知
り
、
身
体
が
大
き
く
変
わ
っ
た

こ
と
で
、気
持
ち
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、

自
分
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
身
体
や
心
の

ケ
ア
ほ
ど
大
事
な
も
の
は
な
い
と

学
び
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
温
泉
に
行
く

な
ど
練
習
以
外
の
過
ご
し
方
も
工

夫
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
天
地
で
の
挑
戦

　
こ
の
3
年
間
は
周
り
の
方
々
に

恵
ま
れ
、“
世
界
”
を
経
験
し
た

田
高
O
B
の
先
輩
方
か
ら
教
わ
る

機
会
も
多
く
、
目
指
す
べ
き
存
在

が
近
く
に
い
る
こ
と
が
競
技
を
続

け
る
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。「
先

輩
た
ち
の
記
録
に
追
い
付
き
た
い
、

勝
ち
た
い
」
と
強
く
思
う
よ
う
に

な
り
、
大
学
で
も
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
を
続
け
ま
す
。
悩
む
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
新
し

い
環
境
で
、
新
た
な
刺
激
や
影
響

を
受
け
て
も
っ
と
上
の
“
世
界
”

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　
1
年
時
は
、
真
面
目
で
な
ん
で

も
慎
重
す
ぎ
る
タ
イ
プ
で
し
た
が
、

と
て
も
研
究
熱
心
で
、
2
年
の
後

半
か
ら
身
体
も
大
き
く
な
り
、
記

録
も
伸
び
て
き
た
の
で
、
目
標
を

持
っ
て
し
っ
か
り
頑
張
れ
る
選
手

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
大
学
進

学
後
は
、
挙
上
ス
タ
イ
ル
を
確
立

し
、
も
う
一
つ
上
の
レ
ベ
ル
で
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
競
技
以
外
の
と
こ
ろ
で
も
見

聞
を
広
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

経
験
し
て
、
人
間
と
し
て
も
一
回

り
も
二
回
り
も
大
き
く
成
長
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

クリーン&ジャークの種目で
自己ベストを樹立した瞬間
（昨年8月のインターハイ）

挑戦者挑戦者－第23回－－第23回－

田村高校3年
ウエイトリフティング部

新たな覚悟を抱いて

月号のChallenger は田村高校（以下、田
高）ウエイトリフティング部に所属する

吉田紳之介さん。吉田さんは、昨年8月の全国
高校総合体育大会で 5位入賞、昨年 10月のか
ごしま国体（国民体育大会）で7位入賞を果た
しました。この経験を糧にさらなる高みを目指
し、ウエイトリフティングの強豪校で、競技を
続けていくことを決めました。
　高校進学と同時にウエイトリフティングを始
め、その魅力に心を奪われた吉田さん。一心不
乱にバーベルと自分自身に向き合い続けた3年
間について、お話を伺いました。

今

田高での練習風景 C
h
a
ll

e
n
g
e
r

C
h
a
ll

e
n
g
e
r

C
h
a
ll

e
n
g
e
r

市のリサイクル推進施設として田村市船引清掃センター跡地に建設を行っていた「たむらリサイクルプラザ」が１月31日に完
成しました。たむらリサイクルプラザは、各家庭から出されるプラスチック、ペットボトル、かん類、びん類の処理を行い、
適正なリサイクルを推進していく施設です。リサイクルを推進していくためには、市民の皆さま一人一人の協力が不可欠です
ので、分別の徹底にご協力をお願いします。なお、たむらリサイクルプラザでは、旧施設と同様に家庭ごみや粗大ごみの直
接搬入受付を行います。２月１日より搬入方法や手数料が一部改定となりましたので、ご確認のうえご来場ください。

従前よりごみを直接搬入する場合には市指定のごみ
袋に入れていただくようにお願いしておりましたが、
２月１日より市指定のごみ袋に入れなくとも、有料
にて搬入することができるようになりました。搬入
するごみは、中身が見えるように透明もしくは半透
明のビニール袋に入れ、ごみが飛散しないように注
意してください。なお、市指定ごみ袋により搬入す
ると受付時に料金の支払いが不要となるほか、混雑
の解消にもつながりますので、引き続き市指定ごみ
袋による搬入をお願いします。

施設に搬入されたプラス
チック・ペットボトルは人
の目で選別が行われ異物
が取り除かれます。その
後、処理機にて圧縮梱包
されます。

商品の中身を出したり食べたりして不
要になるプラスチック製の容器・包
装が分別対象です。汚れが残ってい
る場合は取り除き、汚れが取れない
場合やおもちゃ、バケツなどのプラ
スチック製品は「もやせるごみ」に
出してください。

プラスチックを作るための化学原料と
して生まれ変わります。

市民部 環境課　 81－2272問

たむらリサイクルプラザが完成しました！

処理工程

分別方法・リサイクル先 直接搬入方法

「プラスチック・ペットボトル処理機」

分別方法 分別方法

分別方法 分別方法

リサイクル先

田村市公式 LINEでごみの分別についても検索できます▶

「圧縮梱包されたペットボトル」

この状態でリサイクル業
者に引き渡され、資源と
して新たな製品へ生まれ
変わります。

キャップとラベルを外し、軽くすすい
でから出してください。油や調味料が
入っていたペットボトルなどすすいでも
汚れが取れないものはリサイクルがで
きませんので「もやせるごみ」に出し
てください。キャップとラベルは「プラ
スチック」に分別して出してください。

新しいペットボトルとして生まれ変わ
ります。

リサイクル先

リサイクル先 リサイクル先

ジュース・酒等の飲料用が分別対象で
す。軽くすすいでから出してください。
缶詰の缶はもやせないゴミとして出し
てください。なお、アルミ缶・スチー
ル缶を分ける必要はありません。

(アルミ缶)新しい缶として生まれ変わ
ります。　
(スチール缶)新しい缶になるほか、様々
な鉄製品として生まれ変わります。

軽くすすいでから色別に分けて出して
ください。キャップやふたは取り外し、
金属製のものは「もやせないごみ」へ、
プラスチック製のものは「プラスチッ
ク」に分別して出してください。

新しいびん容器として生まれ変わり
ます。

10㎏につき50円 ※市指定ごみ袋での搬入は無料
もやせるごみ

10㎏につき50円 ※市指定ごみ袋での搬入は無料
もやせないごみ

10㎏につき50円 ※市指定ごみ袋での搬入は無料
資源ごみ（プラスチック・ペットボトル・かん・びん）

10㎏につき100円 ※市指定ごみ袋に入らないもの
粗大ごみ

１台につき1,300円 ※別途、家電リサイクル券を持参
特定家電

無料 ※種別ごとにひもでしばるか、紙袋に入れ封を
　　　 して搬入

紙類

直接搬入手数料

たむらリサイクルプラザ
田村市船引町大倉字後田43番地
（旧田村市船引清掃センター）
午前９時～午後４時
平日、第２土曜日、第４日曜日
84-2840

名 称
場 所

営業時間
開 所 日
電 話

こん ぽう

プラスチック

か ん

ペットボトル

び ん

7 TamuraTamura February.2024February.202477 TamuraTamura 66

顧問 小
お の で ら

野寺 浩
こ う き

亀 先生 

Profile
2005年12月31日生まれ。滝根中出身。169cm、
96kg。階級は96kg 級。恩師・尊敬する人物は
顧問の小野寺先生。好きなスポーツ選手は田村
高校OBの近

こんないみつのり

内三孝選手、遠
えんどう

藤梨
り り

季選手。趣味
は読書、温泉、筋トレ。好きな食べ物は鍋、ハ
ンバーグ、カレーライス。将来の夢は警察官、
学校の先生またはスポーツインストラクター。座
右の銘は「粉骨砕身」。


